
 

５ 財産に関する調書    
  

  この調書は、地方自治法施行令第１６６条第２項の規定に基づき、本年度における財産の異動状

況を明確にするため調製されたものである。 

 

区   分 単位 
令和４年度末 

現在高 

決算年度中 

増減高 

令和５年度末 

現在高 

公
有
財
産 

土    地 ㎡ 5,541,552.67 △ 3,734.48 5,537,818.19 

建    物 ㎡ 1,082,327.51 △ 3,657.48 1,078,670.03 

山 

林 

面    積 ㎡ 2,302,179.28 0 2,302,179.28 

立木の推定蓄積量 ㎥ 55,247.00 3,659.00 58,906.00 

無体財産権  件 6 0 6 

有 価 証 券 千円 856,300 700 857,000 

出資による権利 千円 458,795 0 458,795 

物    品 台 848 16 864 

債    権 千円 2,498,209 △ 41,586 2,456,623 

基    金 千円 30,842,405 1,683,951 32,526,356 

（備考１）「立木の推定蓄積量」は、５年ごとに県が作成する「森林簿」（令和５年度時点）の数値を基に記載している。 

（備考２）「物品」は、取得価格 100万円以上のものについて記載している。 

（備考３）「基金」の年度末現在高は、各年度３月末日時点であり、出納整理期間中の増減は翌年度に反映する。 

（注１） 「建物」の決算年度中増減高には、過年度分の数値の修正△83.68㎡を含む。本来の令和５年度中増減高は、 

△3,573.80㎡である。 

（注２） 「物品」の決算年度中増減高には、過年度分の数値の修正の増減を含む。本来の令和５年度中増減高は、17 台である。 

 

公有財産については、「土地」が、浦山住宅跡地、西牟田保育園貸付地、合川町住宅跡地の売

却等により減少しており、また、「建物」が、市営住宅の解体、水縄保育所の譲渡等により、減少して

いる。 

財産の増減の主な内容（純増、純減のみを記載）は、次のとおりである。 

 

（１） 公有財産 

ア 土地 

増   加   分 減  少  分 

史跡筑後国府跡 3,577.70 ㎡  浦山住宅跡地 2,931.05 ㎡ 

高山公園予定地 387.45 ㎡ 西牟田保育園貸付地 2,832.73 ㎡ 

  合川町住宅跡地 2,203.57 ㎡ 

 

イ 建物 

増  加  分 減  少  分 

複合アグリビジネス拠点施設 361.39 ㎡ 安武団地 1,573.38 ㎡ 

西ノ島排水機場 117.34 ㎡ 高良内団地 930.54 ㎡ 

上 津 クリーンセンター機 密 文 書 リサイクル施 設 82.02 ㎡ 水縄保育所 830.70 ㎡ 

 

ウ 山林 （立木の推定蓄積量）      

   福岡県が５年ごとに作成する 「森林簿」（令和５年度時点）に基づき記載しており、前回（平

成３０年度時点）より、3,659.00 ㎥増加している。 
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エ 無体財産権               （増 減 な し） 

 

 オ 有価証券       

増  加  分 減  少  分 

（株）ハイマート久留米 700 千円 （な  し） 

                

カ 出資による権利            （増 減 な し） 

     

（２） 物品 

増  加  分 減  少  分 

絵 画 

その他産業・建設機器 

 

９点（台） 

   ３台 

  

オゾン測定器  

普通乗合自動車  

小型特殊用途自動車 

１台 

１台 

１台 

 

（３） 債権 

増  加  分 減  少  分 

市民税 

災害援護資金貸付金 

35,661 千円 

15,667 千円 

地域総合整備資金貸付金 

母子父子寡婦福祉資金貸付金 

58,822 千円 

34,030 千円 

 

（４） 基金 

基金は、条例に基づいて積立て、保管、運用、取崩しが行われ、その設置目的に沿った事業

遂行が求められる。 

本市の積立基金には、年度間の財源調整に充てる財政調整基金、市債の償還財源に充てる

減債基金、必要な土地取得に充てる土地開発基金、都市計画事業促進の財源に充てる都市建

設基金を主要４基金とし、このほか、ふるさと久留米応援基金など特定目的のために設置した 

２３の基金を合わせた２７基金がある。 

決算附属書類の財産に関する調書において基金額として表示されるのは、令和６年３月末日

時点における残高であるが、これを年度末の現在高に補正したものが、審査資料第２５表「基金

現在高」である。 

本年度は、令和５年７月の大雨災害の復旧にかかる費用が膨らんだことから、近年取崩しを

行っていなかった財政調整基金を出納整理期間中に 10 億円取り崩しており、本年度末の基金

残高は、前年度から 1 億 9,477 万 1 千円減少し、306 億 2,221 万 1 千円となっている。 

 

増  加  分 減  少  分 

久留米競輪場施設等改善基金 

久留米市公共施設等保全基金 

1,228,190 千円 

49,999 千円 

財政調整基金 

ふるさと久留米応援基金 

991,832 千円 

245,247 千円 
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